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その 出
、
しぱL 待たれよ

枚岩 になるまで
、
研修は く

猛 暑の 日 々
、
お わり ざい ませ ん か

。
「出 式 」が わり

、
ホ ツ とL て お られ るとこ

ろか 乞L れ ませ ん
、
あなたとの ご 二

、
改めて

、
感 する次第で あります

。

出 式 の 日
、
私 は

、
どことなく 空 の を感じて い まL た

。
い っ もと う よそよ

そ L さ が
、
会 に漂 っ て い たの で す

。
式典は滞りなく みまL た

。
私も

、
い っ もの よう

に 君 の 出 を祝福 L まL た
。

L カー
、
会 に

、
ひ んやりとL た空 が感 じられた

の で す
。

や がて
、
式典が わり

、
夜の 会 に向かうため に

、
に 向か っ た

、
何 人か の

逃 生 君 が 立 ち をL て い まL た
。
私 は

、
夜 の 会で また会えるか ら挨拶 L なくて

もい い だろうと
、
そ の 横を っ て通 り ぎ

、
に っ たの で す

。
ところが

、

「彼 らは

会 に来 ませ ん 」と きまL た
。

思わず
、

「どうL て ? 」と、
入 塾 に きまL た

。
その

、
初めて

、
ひ んやりとL た空

°

の 原 因 を教 えられ たの で す
。
まことにうか っ なことで すが

、
十 三 期生 の 塑 生 の

に
、
大きな があることを初めて知 りまL た

。
私 は

、
その か ら

、
持ちが まらなくな

りまL た
。
十 三 期生 の 年 の 研修 は わりまL た

。
L か L

.
私 の 持ちが わらな

い の で す
。
その ため に

、
敢えて

、
この 手 を い た次第で す

。

「 ん だことだか らもうい い で はなし助 기 と考える人もい るかもしれませ ん
。
私 は

、
どう

L て も
、

「 まされない
、

ますわけにはい か ない の で す」。
本来

、
山梨を良くするた

め に
、
互 い に力を合わせ て精 L て い こう とい う厂 甲斐然」で

、
塾生 君が

、
反 目

L 合 い ながら出 L て い くことは されない L
.

L て はならない と思 っ て い ます
。

その 日
、

「何カ月
、
何年か か っ ても

、
お 互 い が 枚岩 になるまで

、
十 三期生 の 出

は めない 」と、
宣言 L まL た

。
反 目L 合う人 が

、
枚岩 になるため には

、
方とも

、

段 高い 所 に立 たなけれ ばなりませ ん
。
それが

、
人 とL て の 成 で す

。
また

、
小

をもっ て反 目L 合う 民性を克服する 好 の 会で す
。
本 当の 研 修の がきまし

た
。

「十三 期生が
、
お互 い の を完全 に越えて

、
枚岩 になれるまで 研修を ける」

ことを
、
ここに 申L 渡 L ます

。
私の 申L 渡L が され

、
枚岩になる努力がなされな

い とL たら
、
すべ て は

、
塾 である私 の 教育 任で あります

。
私も 悟を めて

、

君か らの 回答を待ちます
。
今 度みんなで会い

、
私か らの 申L 渡 L ー の を相

L てください
。
みんなが 枚岩になる努力こそ

、
山梨を良くする力を う道で す

。

诸君か ら
、

「みんなで L 合っ た 果
、
わだかまりは克服できまL た

。
全 が

、
改め

て集まります
。
どうぞお越 L くださレ刊 と声の かる 日がくることを信じて

、
い っ までも待

ち けます
。
その には

、
私は

、
自腹を切 っ て 出 けます

。
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